
児童発達支援・放課後等デイサービス （別紙３）

～ 令和7年2月15日

（対象者数） 21 （回答者数） 16

～ 令和7年2月15日

（対象者数） 11 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・現状を維持していく。

2

・安全面には十分に配慮して、気付いたことはスタッフ間で
共有・もしくは改善し、保護者様が不安に思わない支援の提
供に務める。

3

・質の高い支援を提供できるように、スタッフ同士が情報の
共有を出来る環境を整える。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・実施した日に連絡帳で伝える。
・保護者面談時に、写真を交えて様子を伝えする。

2

・スタッフ間で話し合いをし、機会を設けられるように調整
を行っていく。

3

・地域の催しがあれば、事前に検討し参加を考える。

○事業所名 ピュア児童デイサービス

○保護者評価実施期間 令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・地域との交流がない。 ・外活動以外は事業所内で活動を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・訓練や非常時の対応等が保護者に認知されていない。 ・実地しているこ様子を会報で伝えているが、伝えきれていな
い。

・活動内容を見て頂く機会がないこと。 ・実際の活動を見て頂けるように、親子で参加出来る活動を
行っていないため。

・適切な支援の提供が出来るように、体制を整えている。 ・職員の配置を、指定の基準より多くしている。

・事業所周辺の公園を利用して、外活動の時間を設けている。 ・外活動は、楽しみながら自然とマナーやルールを学習できる
ように支援を行っている。
・

・スタッフが定着している。 ・経験年数の⾧いスタッフが、常に対応出来るように整えてい
る。

事業所における自己評価総括表公表


